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GPS測量データにより補正された多時期のDEMを用いた、ランタン地方の氷河表
面高度の時系列変化
Temporal elevation changes in glaciers revealed by multi-temporal DEM calibrated with
GPS survey in the Langtang, Nepal
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ヒマラヤ地域に存在する氷河は、表面をデブリ (岩屑)に覆われているデブリ氷河が多い。デブリ氷河の下流域では氷
河表面を覆うデブリと氷河周辺の地面との境界が不明瞭であるため、可視衛星画像から氷河の面積を正確に捉えること
が困難である。そのためヒマラヤ地域での氷河変動を議論するにあたっては、氷河表面の高度変化の正確な計測が重要
となる。
近年、リモートセンシングにより氷河変動を捉える試みは多くの地域でなされている。ヒマラヤにおいても、氷河の

面積変化、表面高度の変化、流動速度の分布など、従来空間的及び時間的に連続的に求めることが困難であったものを、
明らかにする研究が試みられている。しかし、リモートセンシングによる観測は、その計測方法やセンサーの種類によ
り、さまざまな原因にもとづく誤差やバイアスが含まれるため、一般的に現地観測よりも計測精度が劣るとされる。ヒ
マラヤの氷河のように現地へのアクセスと測量作業が困難で、頻繁に観測することができない対象について、広域に均
一な精度で変量を抑えるためには、リモートセンシング観測は不可欠である。しかし、従来のヒマラヤ地域でのリモー
トセンシングを用いた氷河変動の研究の多くは、現地観測データによる精度検証や補正を行なっていないのが実状であ
る。こうした背景のもと、本研究ではネパール東部のランタン地方においてディファレンシャルGPS測量を実施し、そ
れを用いて衛星データの精度検証及び補正を行なった上で、氷河変動量を高精度で復元することを目的とした。

2008年、2009年にランタン地方広域において、DPGS測量を行なった。そしてこの結果を用いてランタン地方におけ
る 1992年の空中写真測量による DEM、2000年の SRTM-DEM、2001年から 2004年までの 4シーンの ASTER-DEMの
計 6時期の DEMについて精度検証及びバイアス補正を行い、高精度で氷河表面高度の変化速度と変化量を算出した。ま
た、ランタン地方のデブリ氷河のひとつであるリルン氷河においては、これまでも 1996年、1999年に現地測量が行わ
れており、この現地測量による表面変化量との比較により、リモートセンシングの表面変化量の検証を行った。解析の結
果は発表にて紹介する。
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